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-
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
開
催
-

五
月
三
十
日
、
今
年
度
の
総
会
が
長
岡

京
市
立
図
書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

こ。t
 橋本
会
長
の
挨
拶
と
、
来
賓
の
中
小
路

長
岡
京
市
教
育
長
の
「
生
涯
学
習
社
会
を

迎
え
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
・

A

V
機
器

・

資
料
等
の
整
備
に
よ
り
、
図
書
館
の
イ
ソ

テ
リ
ジ
ェ
ソ
ト
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
」

と
の
祝
辞
の
あ
と
、
田
中
城
陽
市
立
図
書

館
係
長
の
議
長
の
も
と
で
議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、

事
務
局
よ
り
昭
和
六
十
三
年
度

会
務
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
を
、
監
事

よ
り
会
計
監
在
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び

元
年
度

一
般
会
計

•
特
別
会
計
予
算

（
案
）
も
提
案
ど
お
り
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
事
業
と
し
て
、
研
究
グ
ル
ー

プ
の
研
究
活
動
の
推
進
、

一
泊
研
修
会
及

ぴ
実
務
研
修
会
の
開
催
、
「
新
聞
、
雑
誌

総
合
目
録
」
（
昭
和
五
十
八
年
度
作
成
分

の
改
訂
版
）
の
刊
行、

ま
た
、
「
会
報
」

の
充
実
発
行
な
ど
を
実
施
、
推
進
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
今
年
度
の
図
書
館
等
駿

員
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
功
績
が
称
え

ら
れ
ま
し
た
。

午
後

に
は
、
高
木
理
事

（園
部
町
立
園
部
図
書
館
長
）
の
講
演
と

小
泉
長
岡
京
市
立
図
書
館
長
の
説
明
と
案

内
に
よ
り
、

同
図
書
館
の
見
学
を
行
い
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

会

長

挨

拶

図
書
館
を
め
ぐ
る
現
境
も
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

情
報
化
社
会
、
生
涯
学
習
と
言
わ
れ
る

中
で
、
図
書
館
サ
ー
ピ
ス
も
、
ま
す
ま
す

多
様
化
し
、
地
域
社
会
の
情
報
の
拠
点
と

し
て
、
ま
た
、

学
習
の
拠
点
と
し
て
、
開

か
れ
た
図
書
館
が

一
層
追
求
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
し
、
我
々
図
書
館
戦
員
も
追
求
し
て

徳旭
平

龍

一
（
元
京
蔀
市
下
京
図
書
館
長
）

勝
（
元
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

富
田

純
造
（
京
都
市
下
京
図
書
館
長
）

岡

田

勉

（

宇
治
市
中
央
図
書
館）

小

寺

美

佐

江

(

”

)

森

宇

一
（
元
園
部
町
立
園
部
図
書
館
長
）

徳
岡
孫
太
郎
（
丹
波
町
中
央
公
民
館
長
）

寺
井
硯
龍
（
京
北
町
中
央
公
民
館
長
）

久

保

文

子
（
京
都
府
立
図
書
館
）

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

生
涯
学
習
休
系
の
中
に
お
け
る
公
共
図

書
館
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
十
分
認

識
し
、
住
民
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る
学

習
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
自
館
で
対
応
の
で
き
な

い
課
題
も
増
え
て
く
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
、
京
図
連
協
の
諸
事
業
に
積

極
的
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
御
研
さ
ん
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
図
書
館
間
の
相
互
協

力
に
御
努
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。



(2) 

三ミ

図
書
館
と
公
民
館
は
、
と
も
に
社
会
教

育
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
社
会
教

育
推
進
の
充
実
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の

発
揮
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
社
会
教
育
法
等
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
臨
教
審

答
申
な
ど
に
よ
る
、
生
涯
学
習
に
か
か
る

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
役
割
が
、
さ
ら

に
広
い
視
野
に
た
っ
て
論
議
さ
れ
る
必
要

が
生
じ
て
き
た
。

京
邪
府
下
に
お
け
る
公
民
館
の
数
は
、

中
央
館
、
地
方
館
、
分
館
を
含
め
て
二
百

三
十
七
館
（
昭
・
六
十
三

・
七
・

一
現）

と
い
う
数
を
示
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ

ぞ
れ
に
図
書
利
用
等
資
料
利
用
の
機
能
を

有
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
的
活
用
を

よ
り

一
層
高
め
る
た
め
に
、
図
書
館
と
の

連
携
を
密
に
し
、
資
料
の
整
備
や
交
流
、

そ
の
利
用
と
奉
仕
等
に
つ
き
、
図
書
館、

公
民
館
の

一
層
の
交
流
、
交
換
が
重
要
で

あ
ろ
う
。

館
長

高
木

面
琴
幽
蒻
函
奎

園
部
町
立
園
部
図
書
館

茂

パ〗 （舞鶴市立東図書館）
か引新 資研参一 平 と 二 全朽ま設東
ら継た料修 考 般方建な十面化れ以図
六きに 室室図 ‘メ物り 一 改著て来書
月の購か‘ 書 児 I~まま日築し
ま資入

き東館
ら対各 萬 卜‘しかにくま地は

ぷ坦旦臼鳳 f 軽 ／し需ぢ品 t~ 悶[琵麗
闊閏竺t喜丁責 t閃 門り、平力：食門
はし千まと‘
、ま冊す‘ 書 視ロ

フ百 る本 三 建ち十

貸｝と゜海庫聴ア
三 は年年物に 一

、覚で
こ四よの親年

出;旧資洋 、、九 ぴ月り老し開

中行し貸 て 書 こ地利は約率冊 二

図てソ
っ；奥 （田辺町立北部住民センター図書室） ぃ館の区用旧‘ 二 四‘万

まにこへ増館小倍十登 三
書おピ返もセオ 書 千 館に卜内 象の の ＊す 成とのでの ．の九 録千
館りユ却設ツやと冊現関はルに施と住分分今 ゜長はサす頃中貸％者六
I‘ けトコすあ在係他 とあ 設し民館館年 す今 lがと生出‘ 二 百

オ今夕資てテ‘ノるりののになり、はた約はが五＊ る後ピ‘比にし土千冊
ソ後 1料あ lパ予‘蔵機老っ 、も 一 ‘で月 た市ス奉較人で‘八‘
ラ建を検りプク定将書能人て広北の万田き‘ め民 9ま仕し気‘日百 ー
イ設導索まの卜で来冊が福 いさ

まは
部で五辺ま田＊ のにま区‘が視耀四日

ソさ入‘す視デすは数あ祉す ＝ 住す千町し辺 1 課親だ域約あ聴日十平

涵竺と眉；呼；ま゜晨誌；贋セ°旨楚゜合畠ぢ厄＊ 宏土まが二り覚に五均

ぶ予業管館 l クた冊ーすと、ノ〗ソ 利部 図 とれ
危広•まコは人四

予定務理でナ ‘ピを万°公タメタ 用地 書 思る あ
く 五す 1 平‘ 百
周倍°ナ日登 三

定のを等は 1カデ蔵八 民 I I I 対域 館 つ図 、辺の 1の録十

で十月氏

冥福をしテ 五逝日 協^議喜当 ー尽都府立 訃

お去 ［ 図祈さ 報
りれ
いま-
たしは
した ‘浜
ま ゜去辺
す゚ 謹る 一
ん七彦

で
す
。五
月
、
六
月
の
利
用
状
況
は
、

ニ
カ
月

で
合
計
二
万
三
千
冊
あ
ま
り
の
貸
出
し
を

行
い
ま
し
た
。
登
録
者
は
約
五
千
人
あ
り
、

対
象
人
口
の

三
割
程
度
の
登
録
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
利
用
の
な
か
で

も
っ
と
多
く
の
人
が
図
書
館
を
利
用
し

て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
本
と
人
と
の
出
会
い

の
場
の
充
実
に
努
め
、
地
域
の
中
に
と
け

こ
ん
だ
分
館
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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第
一
回
理
事
会
報
告

今
年
度
第
一
回
の
理
事
会
が
四
月
二
十

六
日
、
府
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
度
会
務
報
告

・
決
算
報

告
•

平
成
元
年
度
事
業
報
告
（
案
）
・
予

算
（
案
）
、
元
年
度
定
期
総
会
及
び
同
表

彰
戦
員
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
の
結

果
、
ほ
ぽ
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
定
期

総
会
に
諮
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
定
期
総
会
は
長
岡
京
市
立
図

書
館
を
会
場
と
し
、
総
会
の
あ
と
に
、
研

究
集
会
な
い
し
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

移
動
図
書
館
の
拡
充

京
都
市
中
央
図
書
館

中
央
図
書
館
で
は
、
市
周
辺
部

な
ど
で
図
書
館
利
用
が
困
難
な
市

民
の
方
々
の
た
め
に
と
、
従
来
か

ら
行
っ
て
き
ま
し
た
巡
回
図
書
館

事
業
を
、
昨
年
九
月
、
内
容
を
大

幅
に
拡
大
し
て
新
た
に
サ
ー
ピ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。

本
市
の
移
動
図
書
館
は
、
昭
和

二
十
五
年
か
ら
ス
ク
ー
ト
し
、
以

来
四
十
年
近
い
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
巡
回
地
域
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と

ゃ
、
貸
出
し
が
読
書
団
体
を
対
象
と
し
て

” 
東
山
図
書
館

新旧新

o
o
 

京
棉
市
左
京
図
書
館

田
中
敏
子

谷

本

守

吉
村
義
夫

い
た
こ
と
、
ま
た
巡
回
期
日
が
不
定
期
で、

巡
回
周
期
も
約
四
十
日
ご
と
と
長
く
、
こ

れ
ま
で
も
、
改
善
の
声
を
い
た
だ
い
て
き

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
取
り
組
み
ま
し
た
の
は
、
巡
回
甚

地
を
こ
れ
ま
で
よ
り
十
八
カ
所
増
や
し
て

四
十
五
カ
所
に
し
た
ほ
か
、
個
人
貸
出
し

を
中
心
に
し
、
巡
回
も
月

一
回
、
定
期
的

に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

巡
回
車
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
機
を
搭

載
し
、
貸
出
業
務
の
能
率
ア
ッ
プ
も
図
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
改
善
で
さ
ら
に
よ
り
多
く
の

市
民
の
方
に
、
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
＜

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

京
北
町
中
央
公
民
館

精
華
町
立
図
書
館

亀
岡
市
立
図
書
館

園
部
町
立
園
部
図
書
館

綾
部
市
図
書
館

舞
鶴
市
立
東
図
書
館

宮
津
市
立
図
書
館

加
茂
町
立
図
書
館

” ” ” 
下
京
図
書
館

洛
西
図
書
館

向
島
図
書
館

向
日
市
立
図
書
館

長
岡
京
市
立
図
書
館

城
陽
市
立
図
書
館

田
辺
町
立
図
書
館

木
津
町
立
図
書
館

旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧新旧

山
田
正
三

富
田
純
造

旭

竜

一

林

義

和

奈
佐
博
司

小

林

昭

富
田
純
造

林

田

寛

福
谷
健
彦

小
泉
浩
史

目
釜
尚
民

山

口

隆

森
田
恒
孝

田
口
政
広

吉
山
勝
平

丹
田
長
史

中
村
吉
三

田
中
幸
枝

西
本
芳
男

田
中
善
次

松
井
寛
治

高
向
洋
祐

佐
々
木
泉

高

木

茂

森

宇

一

人

魯

亨

寺
井
硯
龍

塩
尻
史
郎

河
崎
雪
雄

中
西
俊
夫

山
本
久
衛

入
柿
工
美

関

武

雄

役
員
等
の
異
動

京
都
府
立
総
合
資
料
館

京
都
府
立
図
書
館

副
会
長新

田

中

普
次

（精
華
町
立
図
書
館
長
）

旧

松

井

寛

治

理

事
新

小

泉

浩

史

（
長
岡
京
市
立
図
書
館
長
）

旧

目

釜

尚

民

新

高

木

茂

（
園
部
町
立
園
部
図
書
館
長
）

旧

森

宇

一

新

入

柿

工
美

（
宮
津
市
立
図
書
館
長
）

旧

関

武

雄

顧

問
新

上

田

将

（
京
都
府
立
図
書
館
長
）

旧

故

浜

辺

一
彦

新

小

嶋

一
夫

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
長
）

旧

行

待

史

朗

研
修
研
究
委
員
会
委
員
長

新

小

泉

浩

史

（
長
岡
京
市
立
図
書
館
長
）

旧

H
釜

尚

民

新

小

嶋

一
夫

旧

行

待

史

朗

新

上

田

将

旧
故
浜
辺

一
彦
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相互協力委員会

「京都府公共図書館等所蔵

雑誌•新聞総合目録」刊行について

研修研究委員会

昭和63年10月末日現在で第二次所蔵調査を実施

してから10カ月目にしてやっと、この日を迎える

ことができ、ほっとしています。とはいえ、まだ、

刊行 (10月 1日予定）まで 1~3校正作業があり

ます。

それにしても、 3月時点で 5月刊行の予告をし

てから後、最終原稿作業に入ると、厳正な記入の

統ーを保つ必要から人海戦術ということもいかず、

遅々たる進行となってしまいました。

刊行が大幅に遅れてしまうことをお詫びいたし

ますとともに、協議会加盟の各館にはお煩わせに

も拘わらず、快くご協力をいただき誠に有難うご

ざいました。

いずれにしても、冊子目録というものは、出来

上がった時点では既に、中身は、過去のものとい

う宿命を帯びています。所蔵状況をアップ・ツー・

デートに維持するのは、やはりコソピューターと

いうことなのかと思い至 っているところです。

1. 委 員 会

平成元年 3月10日 （金）京都府立図書館にお

いて、委員会を開催しました。

計画・課題

(1)研修研究

ア 研修会 63年度は実施できなかったが、

新年度は秋に実施予定。

児童奉仕研究 新年度はサプリーダー

を設け新企画を予定。

障害者奉仕研究 新年度は新しく調査

研究に着手。

参考奉仕研究

画を予定。

(2)一泊研修会 企画メソバーによる検討会

で夏頃に成案作成。

(3)京庫連との共催事業 企画 メソバーによ

る検討会で 5月中に成案作成。

2. 一泊研修会

10月頃に一泊研修会を予定 しています。前回

は昭和63年 2月京都府青年会館で、竹内紀吉浦

安市立図書館長、武内隆恭草津市立図書館長を

お招 きして開催し、大変好評でした。

今年度はできたら秋に北部の 日本海で、研修

を深めたいと、 講師、 日程等検討中です。 メイ

ソテーマは「これからの図書館」 。

例年府内の図書館長さんも多数出席されます

ので、多数のご参加を希望 しています。

ィ

ゥ

工 新年度も前年同様の企
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0

奉
仕
部
門
研
究
集
会

京
棉
府
立
図
書
館

十
二
月

0

整
理
部
門
研
究
集
会

京
都
市
中
央
図
書
館

二
月
（
予
定
）

0

参
考
事
務
研
究
集
会

大
阪
府
立
夕
陽
丘
図
書
館

期
日
未
定

0

児
童
奉
仕
研
究
集
会

大
阪
市
立
中
央
図
書
館

十
月
十
三
日

広
報
委
員
会
だ
よ
り

梅
雨
明
け
と
と
も
に
、
本
格
的
な
夏
が

巡
っ
て
来
ま
し
た
。
丹
後
地
方
の
浜
辺
で

は
、
海
水
浴
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

こ
の
た
び
、
担
当
メ
ソ
バ
ー
に
部
変

更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

[
広
報
委
員
]
新
今
城
孝
男
（
京
都
市

左
京
図
書
館
）
、
旧
鍋
谷
英
明
（
京
都
市

醍
醐
図
書
館
）
0

[

連
絡
協
力
員
]
新

入
柿
工
美
（
宮
津
市
立
図
書
館
）
、
旧
中

西
俊
夫
（
同
）
で
す
。

図
書
館
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
下
さ

、oヽ

程
；名；名：：子：ざ：：：t：


